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 安威川ダム自然環境保全対策 

  安威川ダム建設事業における自然環境保全対策については、平成１４年５月に各専門分野の有識者で構成された「安威川ダム自然環境保全対策検討委員会」を設置し、同委員会からの提言

を踏まえ、平成１７年８月に『安威川ダム自然環境保全マスタープラン』を策定した。現在、このマスタープランに基づき総合的な自然環境保全対策に取り組んでいる。 

 ここでは、自然環境保全マスタープランの概要、自然環境保全にかかる経過及び取り組みを確認し、引き続き保全対策に取り組むうえで問題がないことを確認する。 

ダム本体着工

(H4　工事着手) 試験湛水

★S53

自然環境調査開始

★H6

環境影響評価準備書提出
★H8

環境影響評価手続き終了 ★H20
環境影響評価書変更届出提出

環境保全
対策

ダム事業の
段階

自然環境保全対策検討委員会

ネイチャーステーション検討会
(大阪府の関係部局がメンバー)

H16～H17
マスタープラン

★S42北摂豪雨

各分野ごとに個別に検討し
てきた自然環境保全対策の
整合を図り、また府民意見を
募った上で、総合的な自然環
境保全対策の基本方針（マ
スタープラン）を策定する

●フォローアップ

事業の進捗に応じた柔軟な検討・対策の実施

これまでの経過と今後のスケジュール

●各分野の環境
保全対策検討
・水生生物(魚類)
・水生生物(オオサ
ンショウウオ)
・水　　質
・ロック材運搬路

Ｈ14
・ 既往調査の整理
・ 動植物注目種の選定
・ 水質シミュレーション
　モデルの構築

Ｈ15
・ 動植物生息環境の
 保全方針検討
・ ダム湖周辺環境の
 保全方針検討
・ 目標水質の設定

★S46多目的ダム決定

個
別
保
全
対
策
の
実
施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

○将来の検討項目(案)
　　・事業の進捗に応じた保全対策
　　・ダム供用後の継続的な状況把握と対策
　　　　動植物相の経年変化、ダム湖・下流河川の水質調
     査及び再現計算、ダム下流の流況・河川環境、貯水池
     の堆砂状況

一般意見
の募集

★H17ダム規模縮小

材料採取対策部会

水質部会

個別対策部会

○ダム堤体の縮小に伴い、材料
（ロック材）採取地の変更（採石
場購入）
及び運搬路の変更（現道利用）
を検討

○貯水池の変更に伴い、シミュ
レーションモデルを用いて水質
保全対策を検討

○事業区域内で発見された貴重
種の保全対策を検討

H18～H20

自然環境保全対策実行計画策定

１）これまでの経過と今後のスケジュール 
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２）自然環境保全にかかる取り組み状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．目  的  ダム事業者としてダム湖周辺の自然環境保全対策を、回避・低減・

代償の観点から、可能な限り進めていくため、建設および管理に携

わる一人一人が自然環境保全に取り組んでいくための指針として

作成。 

 

２．策  定  平成１９年３月（適宜改訂） 

 

３．主な内容  ①設計・工事にあたっての基本的な方針 

・法面緑化方法選定の方針、濁水処理方針 など 

          

②材料採取における環境配慮事項 

 

         ③ダムの完成および管理運用にあたってのモニタリング計画 

          

④水質シュミレーションによるダム湖の水質保全対策 

          

⑤重要な動植物の個別対策 

・ビオトープ 
・希少動植物の移植 など 

１．安威川ダム自然環境保全対策実行計画（案）の策定 ２．個別対策の取り組み（例） 

■法面の植生回復 

  工事で発生した法面に対する現地種を用いた植生回復。 

1 年後 

■ため池の移植（貴重種の移植、ビオトープ含む） 

  道路工事により消失するため池と湿地環境を工事の影響が及ばない場所へ移植。

移植先 

（ナガエミクリ） 

■その他の取り組み 

 ○オオタカの営巣調査・保全 

 ○オオサンショウウオの緊急保護、人口巣穴による産卵・孵化 など 

■フクロウの巣箱設置・誘導 

  ダム湛水区域に存在するフクロウの営巣地に巣箱を設置し、区域外へ誘導。 

巣箱の設置 
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１）安威川ダム周辺整備基本方針＜概要版＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安威川ダム周辺整備 

  

 安威川ダム事業地およびその周辺の整備については、多くの府民に愛され、親しまれるものとしていくことが重要である。このため、大阪府と茨木市では、安威川ダム周辺の自然・社会条

件特性や安威川ダム整備に関わる上位計画・関連計画の基本的な考え方を踏まえ、安威川ダム周辺における地域にふさわしい整備や保全を将来にわたり進めていくための方向性や、官民連携

の進め方を示す基本方針（案）を策定した。 

ここでは、安威川ダム周辺整備基本方針（案）の概要、経過および周辺整備に対する今後の取り組みを確認する。 
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２）経 緯 

 

 ○平成１９年 ７月  「安威川ダム周辺整備検討委員会」設立 （計４回の委員会を開催） 

 ○平成２０年１１月  同委員会より「安威川ダム周辺整備のあり方（提言）」 

 ○平成２１年 ５月～ 「安威川ダム周辺整備基本方針（案）」に対する府民意見等の募集（パブリックコメント）の実施 

 ○平成２１年 ８月  同基本方針案のとりまとめ 

 

 

３）今後の取り組み方針 

 

 ・基本方針（案）に基づき、魅力ある周辺整備の実現を目指す。 

 ・周辺整備の具体化にあたっては、府民全体のために府・市・地域と連携を図りながら検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「安威川ダム周辺整備基本方針（案）」の基本理念、基本方針は、ダム規模の変更によって影響されるものではない。 

○ 今後の周辺整備の具体的な取り組みにあたっては、ダム規模により湖面の面積に影響があり、その結果、自然環境の保全・再生や 

湖面周辺の整備計画、利活用計画に影響があるが、基本方針（案）に基づき実施計画の具体化を図ることで、多くの府民に愛され、 

親しまれる魅力的な周辺整備の実現は可能と考えられる。 
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